
政令指定都市 ごみ分別・排 出方法一覧

ごみ 資源物
分別数 可燃 不燃 ぷら容器包装 びん1缶 ペットボトル 有害ごみ 古紙 古布 他

京都 5 週2回(有 料) 週1回(有 料) 缶 ・びん ・ペット週1回(有 料) 小型金属 月1回

札幌
13

週2回(有 料) 4週1回(有 料) 週1回 缶 ・びん ・ペット週1回 4週1回

カセットボ

ンベ 、乾

電 池

2週1回 枝 ・葉 ・草4週1回

仙台
9

週2回(有 料) 週1回(有 料) 週1回 乾電池 月2回

新潟
13

週3回(有 料) 月1回(有 料) 週1回 月2回 月2回 月2回 月1回
有害危険
物

月2回 枝 葉 ・草 週1回

さいたま

18

週2回 週1回 食品包装プラ 週1回 週1回 週1回 週1回 週1回

蛍 光管 。

乾 電池 、

体温 計 、

ライター

週1回 週1回

千葉
19

週2回 月2回 週1回 週1回 週1回 月2回
乾電池、
体温計

週1回 週1回

川崎
7

週3回 週1回 週1回 週1回 週1回 乾電池 小物金属 月2回

横浜
15

週3回 週2回 週1回 缶 ・び ん ・ペ ット週1回 週2回
乾電池、
体温計ス
プレー缶

月2回 月2回 小物金属 週1回

相模原
16

週3回 週1回 週1回 週1回 週1回 週1回 蛍光管、
体温計

週1回 週1回 使用済み食用油 週1回

静岡
14

週2回 月1回 月1回 月1回 月1回

ライター 、

体温 計 、

乾 電池

月1回 ～2回 月1回

浜松
10

週2回 2週1回 週1回 2週1回 2週1回 2週1回 2週1回
乾電池、
体温計

名古屋
9

週2回 月1回 週1回 週1回 週1回 週1回 週2回 発火性危
険物

紙製容器包装 週1回

大阪 4 週2回 週1回 缶 ・びん ・ペット週1回

堺 6 週2回 週1回 月2回ll月2回 月1回

神戸
6

週2回 週2回 週1回 缶 ・びん ・ペット週1回 月2回
カセットボ

ンベ 、ス

プ レー

岡山
15

週2回(有 料) 月1回(有 料) 月1回 月1回 月2回 月1回
乾電池、
体温計

月2回 月2回 天ぷら油 月1回

広島 14 週2回 月2回 リサイクルプラ 週1回 ガラス類 月2回 金属類 月2回 週1回 月2回 月2回 月2回

北九州 5 週2回(有 料) 週1回(有 料) か ん ・びん 週1回(有 料) 週1回(有 料)

福岡 4 週2回(有 料) 月2回(有 料) 匡ん ・ペットボトル 月1回(有 料



有料 指 定袋 手 数料 の活 用 内容(予 算)(単 位=千円)

手数料収入 経費 財源活用事業
18年 度(決 算) 1,081,048 566,058 514,990

19年 度(決 算) 2,170,256 1」68,589 1,001,667

20年 度(決 算) t916,913 966,482 950,431

21年 度(決 算) 1,872,424 73t144 1,141,280

22年 度(決 算) 1,874,200 907,100 967,100

23年 度(予 算) 1,860,200 737,100 1,123,100

(注)「手数料収 入」は、ゴミ袋を販売 したことによる収入。「経 費」はゴミ袋の

製造 ・管理などに要する費用(市 職員人件費 は含んでいない)。「財源活用

事業」とは、いわゆる「儲 け」に相当する部分で、「基金 」への貯め込みを含

め各種事業の財源として活用されている。

平成23年7月

環 境 政 策 局

有料指定袋製造経費について

製造業者=株 式会社 ケービーエス京都プロジェク ト

契 約 日:平 成23年3月23日

(一般競争入札により決定)

品名 製造数(千 枚) 税抜単価(円) 金額(円)

家庭ごみ用

45㍑ 袋 3,750 6.31 23,662,500

30㍑ 袋 4,250 4.83 20,527,500

20㍑ 袋 4,150 3.82 15,853,000

10㍑ 袋 2,750 2.44 6,710,000

5㍑ 袋 950 2.00 1,900,000

資源ごみ用

45㍑ 袋 950 6.28 5,966,000

30㍑ 袋 1,700 4.87 8,279,000

20㍑ 袋 2,225 3.85 8,566,250

税抜き合計 91,464,250

契約金額 96,037,462

うち消費税及び地方消費税相当額
r

4,573,212



有料指定袋制度に伴う、財源活用事業の内訳(決 算) 単 位:千 円

(予算)

ごみ減量・リサイクルの推進事業 18年 度 19年 度 20年 度 21年 度 22年 度

1 エコバスツアー等のごみ減量、分別リサイクル等の普及啓発 62,846 56,799 10,214 26,222 63,600

2 32名 のボランティアによるみんなのエコナビゲーター 389 2,600

3 ゴミ減量推進会議の活動支援 15,289 50279 43,400 39,200 35,600

4 京(み やこ)の環境みらい創生事業(3年 間千万円を助成) 12,742 31,457 3t736 34,500

5 各区環境パートナーシップ事業 12,165 13,027 10,356 11」00

6 不用品リサイクル情報案内システム運用 1,585 3,373 3,469 3,600

7
電動処理機、コンポスト委の支援する生ごみ堆肥化等の活
動支援

172,840 48,562 19,565 13,679 18,600

8 コミュニティ回収制度 6,924 27,220 26,545 32,669 4t200

9 リユースビン・蛍光管の資源物拠点回収事業の推進 20」88 43,193 30,900 27,755 39,000

10 新
「京都市循環型社会推進基本計画」推進(包 装材削減にむ

けた基礎調査など)
251300

11 缶 ・びん ・ペットボトルのリサイクルの推進 173,370 352,025 108,401 106,500

12
プラスチック製容器包装のリサイクル推進(施 設運営費とし
て活用)

453,346 249,295 230,999 266,300

13 環境体験学習プログラム 2,381 3,395 185

14
地域 ω壕現 馳束の首 及唱 究を3∈地す《)一み獄亘相識怒]
車輩 29,985 29,304

15 「京のごみ戦略21」進捗状況把握等調査 10,000 tO99

16
有料指定袋制実施に伴う広報・啓発(18年9月 にお試し袋
セットを配布)

185,726

17 京のごみ減量宣言シンポジウムの開催 6」17

まちの美化の推進 18年 度 19年 度 20年 度 21年 度 22年 度

1
カラス用ネットの貸与、ボランティア袋配布等のまちの美化活

動への支援
16,437 13,169 10,085 7,125 10,800

2 不法投棄対策 27」97 1,923 5,554 6,000

地球温暖化対策 18年 度 19年 度 20年 度 21年 度 22年 度

1 使用済みてんぷら油の回収支援 24,740 33,391 32,357 32,564 39,600

2 バイオマス活用推進事業の策定 9,070 93,566 33」66 9,800

3 太陽光発電普及促進事業 64,728 69,800

4 こどもエコライフチャレンジ推進事業 6,233 13,400

5 「Doyoukyouto?」 プ ロジェクト推 進 事 業 4,798 19,800

6 新 次世代自動車普及促進事業 23,500

7 新 「環境モデル都市・京都」推進事業 10,000

他局での活用事業 18年 度 19年 度 20年 度 21年 度 22年 度

1 新 地域産材普及供給体制整備事業 5,000

2 地球温暖化防止森林吸収源対策 50,631 43,300

3 新 平成の京町家普及 ・促進事業 21,000

4 新 都市緑化事業(街路樹整備) 21,000

5 間伐材を活用した道路付属物の整備 6,939 6,200

6 学校のエコ改修と環境教育事業 5,565

7 右京から考えるエコ交通 566

環境ファンドへの積み立て 398,35120,000

口 言 514,9901,001,670950,4311,141,280967,100



・.京 都市のごみ収集量の推移
(環境政策局事業概要より作成)

口事業系ごみ 持ち込み

團事業系ごみ 業者収集

口家庭系ごみ その他ごみ

團家庭系ごみ 大型ごみ

口家庭系ごみ 資源ごみ
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収集総量 家庭系ごみ 事業系ごみ 備考
定期収集 資源ごみ 大型ごみ その他ごみ 業者収集 持ち込み

2000年 度 818,274 315,076 17,275 7β67 4,571 265β21 208」64

2001年 度 780,618 297,535 17,004 6,254 3,640 268,802 187,383
7月 持ち込みごみ量の制 限(100㌧ 以

下/月)

2002年 度 722,770 291」97 17,567 6,266 3,936 267,495 136,309
7月 建設リサイクル法施行、建築廃

材持ち込み禁止
2003年 度 713,569 290」06 18,475 6,507 3,427 263,592 13t462

2004年 度 704,446 283,479 18,733 6,139 2,951 258,200 134,944

2005年 度 69t336 278,665 19,447 6,174 2,523 254,398 130」29

2006年 度 668,518 262,660 17,880 6,296 2,618 256,933 122,131 10月 家庭ごみ有料化実施

2007年 度 622,086 228,419 20,350 5,656 1,987 249,632 116,042
10月 プラスチック製容器包装分別収

集を全世帯に開始
2008年 度 584,306 216,490 24,307 5」64 2,153 238,949 97,243

2009年 度 545,098 213β19 23,741 4,675 1,836 229,723 71,804
告示産廃の受け入れ廃止、持ちこみ
ごみ手数料改定



ごみ組成の実態

燃やすごみ

図3の とお り,湿 重量 比で は,厨 芥類 等 が42%と 叢 も大 き く,次 いで,紙 類 が34%

で あ った.プ ラ スチ ・yaxの10%を 合 わせ 挿 齢 で,家 庭 ごみ全体 の約80%以 上

を 占め てい る。'

容 積 比では,見 かけ比重 が小 さ くか さば るプ ラ スチ ック類 ど紙類 の比率が 湿重量

比 よ りも高 くな り,紙 類 が45%,プ ラスチ ジク類 が29%と な ってい る。・次 い で,厨

芥類 等13%の 順 とな り,こ の3成 分 で全体 の約90%を 占あてい る。

(%)そ の他16陶 磁器類01草 木 ・木片類

100 ラス類04

80

60

40

20

湿 重 量比 乾 重 量 比 噂 容 積 比

(7.853kg)(4,134kg)(38,456望 記)

注)()内 の量は28日換算等の補正後の量。

図3燃 やす ごみ の成分別 組成
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ゴミ袋 代を25%安 くした千葉 県八 千代市

市 民一人 一 日の家庭 ごみ 量(9)の 変化
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値下げ後も、値下げ前のこ
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ている。ゴミ袋の値段とい

至000年7月 、宥 ＼ うよりも市職員と市民の地
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焼却灰溶融施設の運転費は、年間19億 円超
焼却灰溶融施設運転費(通 年の場合)

、年目16億4800万 円

4年目19億4000万 円

※市職員の人件費分除 く

※2011年9月7日 くらし環境委員会 ・環境政策局答弁 より作成

「(焼却灰溶融施設の運転費 について)一 年 目は16億4800万 円に、4年 目は、

4年 目と1年 目の点検整備費の差額2億9200万 円を加えた もの」

地球温暖化対策に逆行する焼却灰溶融施設
焼却灰溶融施設によける二酸化炭素排出量(見込み)について2010年5月 環境政策局資料より

当初見込
ごみ減量等を踏まえた効率

的・経済的運転による見込み

年間残灰処理量 約9.2万 ㌧ 約5.1万 ㌧

都市 ガス使用量(a) 21,400千 ㎡ 砿800千 ㎡

二酸 化炭素排出係数(b) 2.29t-CO2

二酸 化炭素排出量(a)×(b) 約4万9000t-CO2 約2万7000t-CO2

東部山間埋立処分地の寿命

焼却灰溶融施設を動かさなくても50年 以上
一H22年12月 基本計画審査特別委員会 での市 当局 の答弁一

「ごみ減量 をこれか ら10年 間で2分 の1に してい くと、最後の ピーク

時 の2分 の1に 減量 しようということであれ ば50年 とい うことです。

それ を更 にこの溶融施設 によって70年 まで持 たそ うとい うのが私 ども

の現在 の計 画」


